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Martha Bremser編 (1993)

International Dictionary of Ballet vol. 1-2

St. James Press

 danceの 事 典ではな く, あ くまで もballetの 事 典

である。 カニングハムは載 ってい るが, グ ラハム

や ヴ ィグマ ン, 無 論 ラバ ンの記載はない。フ ォー

サイスや キ リア ンはあるが, ビルギ ット ・クルベ

リの息子 マ ッツ ・エ ックの項はない。 この ような

編集意 図のもと, しか し選ぼれた項 目のジ ャンル

は, 振 付家, ダ ン サ ー, バ レエ作 品, 舞 台美術

家, 音 楽家, 教 師 な どにわた り様 々である。さ ら

に人物 の説 明の場合には, そ の人の経歴 の他 に彼

が携わ った(振 付 けた り, あ るいは踊 った りし

た)作 品が, そ して作品の場合には作 品のあ らま

しの他 に様 々な改訂版や新版の初演が, そ れぞれ

年代 ご とに羅列 されていて, 大 変に便利 である。

項 目ご との関連 文献 は基 本 的に英 語文 献 で ある

が, これ も親切で ある。

Valerie Preston-Dunlop編 (1995)

Dance Words

Harwood Academic Publishers

ラバン研究の最前線に立つ研究者による意外な

余芸の披露, いや専門研究の過程に生 じた芳醇な

余滴 ともい うべ き “労作”である。著名なダン

サー, 振付家などが口に した, 舞踊にまつわる言

表の数々を集大成 したものであるが, 現場に直接

係わる者たちの, 言語による舞踊の捉え方は, 舞

踊を享受する側の者にとっても興味の尽きないも

のである。舞踊ファン層の拡大に大きく貢献する

好著 といえよう。

G. Oberzaucher-Schuller編 (1992)

Ausdruckstanz

Florian Noetzel

1986年 の秋, 一週間にわた りバイ ロイ ト大学音

楽演劇研究所が 「表現主義舞踊」についてのシン

ポジウムを主催 した。当時分断されていた東西の

両 ドイツの垣根を越えて, また海外からも老若男

女の大勢の学者が トゥルナウ城に集 って, この

テーマのもとに本格的な研究発表を行なったの

だった。 これはその時の記録であり, そこで発表

された幾多の研究の集積である。記述の体裁は,

論文 として書かれたものから, 口述筆記されたも
のから様々であるが, 内容は多義にわた ってお

り, 15個にも分けられたテーマにそって, 41も の

論文から成 っている。副題に 「20世紀前半の中央
ヨーロヅパの動き」 とあるが, この副題の意味す

るところをはるかに越えて, 「表現主義舞踊」を

博 く考察 したものとなっている。「表現主義舞踊」
が, 今ようや く本格的な学問対象 となりえたので

あり, またこのテーマへの真っ当な研究上の方法

論を提示 したともいえよう。これ以降, ここにお

さめられた多 くの論文が, その論 旨に肯定するに

せよ否定するにせよ, 議論の出発 となっていくこ

とだろう。

Tim Scholl (1994)

From Petipa to Balanchine

Routledge

19世紀から20世紀へのバレエの歴史を 〈断絶〉

とみるのではな く, 〈連続〉としてとらえ ようと

する史観が, 画期的で珍しいというのではない。

ディアギレフのロシア ・バレエというよりも, む

しろプティパの作品 (例えば 「眠れる森の美女」)

の中にすでに, 後のバランシンに行 き着 くモダン
・バ レエの萌芽をみる論理の展開に当たって, 歴

史を推進 していった当事者たちの言説を, 丹念に

直接にロシア語の文献に当たって検証 していった

というのが, この著者の何よりの強みであ り, ま

た論理の説得力を生むものである。

舞踊プロパーの学者が, 舞踊について語 った り

論 じた りするだけではない。日本だけでなく世界

的にも, 舞踊以外の領域からの研究者による舞踊
へのアプローチが盛んに行なわれて, 舞踊学が学

としての新生をはかろうとしているようである。

著者は, ロシア文学の研究者である。

Georgette Schneer (1994)
Movement Improvisation
Human Kinetics
ここ数年の間に, 即興舞踊に関する著書はかな

り出版されているが, 本書はその中でも出色の内

容を誇るものである。検証を重ねた163の テーマ

を軸に, 即興の舞踊教育における意義と有効性を

説 く。生徒 ・学生に 「動き」を通 じた想像と創造

の瞬間を実感させるための, 心憎いまでの手立て

が示されてお り, 指導者必読の書といえよう。

Daniel Nagrin (1994)

Dance and the Specific Image: Improvisation

University of Pittsburg

即興を論理的に語るということは, ある種の矛

盾を孕むものだが, 敢えてそれに挑んでいるのが

本書である。舞踊即興に係わるメカニズムを多面

にわた り追求 ・解明を試みる運びには説得力があ

る。 もちろん, プラクティカルな要素についても

豊富な具体例を取 り上げて, 読者の興味を引きつ

ける。ダンス ・セラピス トによる活用も勘案して

編まれた内容は, その点をもって しても, すでに

他の即興舞踊関連の書とは一線を画しているとい
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え よ う。

Jacqueline Smith-Autard (1994)
The Art of Dance in Education
A & C Black

英国の舞踊教育界で論客 と称される著者による

久 々の上梓である。変容する英国の舞踊教育の世

界において, とりわけ学校ダンスの指導を受け持
つ関係者の間では教科が依って立つ理論の枠組み

の提示が待たれていた。その点からも, 本書は文

字 どお り待望の書 といえる。「創る ・見る ・踊る」

という教育過程の再検証と, 舞踊教育がいかに芸

術 ・審美 ・文化教育といった大きな学問領域に寄

与できるかについても, -鋭 い筆致で迫っている。
また, ナショナル ・カリキュラムへの対応につい

ても, 並外れた洞察を示 している。

Bent Schoenberg (1994)

World Ballet and Dance vol. 5 1993-4

Oxford University Press

定期的 に刊行 され る舞踊年報の類で あるが, 世

界各 国の第一線で活躍す る舞踊評論家に よる, 自

国で上演 された舞踊 に対す る論評は, い つ もなが

ら読者 を居 なが らに して舞踊鑑賞の ワール ド・ツ

アーへ と誘 う。な お今回は, ロン ドン ・コンテ ン

ポ ラ リー ・ダ ンス ・シ ア タ ー の芸 術 ア ドバ イ

ザ ー, ロバ ー ト ・コー ハ ンに よ る 「Avoiding

Injury」 が 特別 に寄稿 されてお り, そ れは, ダ ン

サ ー, 振 付 家は もち ろん, 広 く舞踊教育関係者に

も一読 の価値を有 してい るものであ る。

〈論文〉

Ed Groff (1995)

Laban Movement Analysis: Charting the

Ineffable Domain of Human Movement

The Journal of Physical Education, Recreation
and Dance

ボディ ・ダイナ ミックス ・スペース ・シェイプ

とい う, きわめてアメリカ的な四つの視点からラ
バンを解釈する論文であるが, そのバイアスを差

し引いてもなお, ラバン入門には恰好の著作とい

えよう。関連成書への導入, 実践への契機の根付

けの役 目を十分に果たしている。

〈後記〉

大貫, 松澤が, ここ数年出版されたものの中か

ら, 両者の責任によって適宜, 選択 して紹介 した。
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平成6年 度 舞踊学関係修士論文題 目一覧

(以上, 平成7年9月30日 までに御回答いただいた該当論文を掲載 した)
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